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下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
、
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
へ
の
異
物
流
入
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
や
排
水
設
備
が
詰
ま
っ

た
と
き
の
修
理
に
は
、
時
間
と
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
中
継

ポ
ン
プ
場
の
機
械
に
も
負
担
が
か
か

り
、
損
傷
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

正
し
く
使
用
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
食
用
油
や
野
菜
く
ず

　

油
は
下
水
道
管
に
流
れ
込
む
と
冷

え
て
固
ま
り
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

②
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む

つ
、
脱
脂
綿
な
ど
は
水
に
溶
け
な
い

た
め
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
紙
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム

な
ど
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

③
髪
の
毛

　

髪
の
毛
な
ど
糸
状
の
も
の
は
、
下
水

道
管
の
つ
な
ぎ
目
に
引
っ
掛
か
っ
た

り
、
ほ
か
の
汚
物
と
絡
ん
だ
り
し
て
詰

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
排
水
口
に

目
皿
な
ど
を
お
い
て
、
髪
の
毛
が
流
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
雨
水

　

市
が
整
備
し
て
い
る
公
共
下
水
道

は「
分
流
式
」と
言
い
、
汚
水
の
み
を

処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
雨
水
の
流
入
で
、
汚
水
が
逆
流

し
て
ト
イ
レ
な
ど
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水

が
溢
れ
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
汚
水
マ
ス
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る

　

場
合
は
、
早
急
に
修
理
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

・
配
管
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
至

　

急
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

・
故
意
に
雨
水
を
流
入
さ
せ
た
場
合
、

　

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

に

早

期

接

続

を

　

10
月
末
日
現
在
、
市
街
化
区
域
面

積
の
約
67
・
３
％
（
約
３
８
６
・
44

ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
区
域
で
公
共
下
水

道
が
利
用
で
き
ま
す
。
今
後
も
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
公
共
下
水
道
の

整
備
・
促
進
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
利

用
し
て
初
め
て
、
そ
の
機
能
と
効
力

を
発
揮
で
き
る
も
の
で
す
。

　

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域

内
に
建
物
を
所
有
し
、
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
人
は
、
接
続
換
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

悪

質

業

者

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

市
内
で
宅
地
内
排
水
設
備
の
点

検
・
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
内
容
で
、
清
掃
な
ど
を
請
け

負
う
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

各
家
庭
の
排
水
設
備
の
点
検
・
清

掃
は
、
個
人
の
責
任
で
行
う
も
の
で

あ
り
、
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）３
３
４

　

０
・
（
48
）０
１
２
０

公
共
下
水
道
に異

物
は
流
さ
な
い

■「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」と
は

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
生
活
を
１
日

体
験
す
る
取
組
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
、
市
内
の
学
校（
各
小
・

中
学
校
、幸
手
桜
高
校
、日
本
保
健
医
療
大
学
）の
児
童
・
生
徒
・
学
生
・

教
職
員
と
そ
の
家
族
、
事
業
所
、
市
役
所
・
各
種
団
体
職
員
、
そ
の

ほ
か
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
変
則
実
施

　

学
校
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
を
考
慮
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
配
布
の
み
行
い
、
回
収
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
た
た
め
、
集
計
結
果
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
実
施
期
間

　

令
和
２
年
７
月
１
日（
水
）
～
８
日（
水
）

■
参
加
者
数
・
二
酸
化
炭
素
削
減
量

　

参
加
者
数
は
６
４
８
人
、
二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
約
55
万
６
，

０
６
９
ｇ 

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
関
係
を
除
く
昨
年
度
と
の
比
較

で
は
、
参
加
者
数
は
30
人
、
１
人
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
削
減
量
は

約
31
ｇ 

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
認
識
お
よ
び
行
動
が
重

要
で
す
。

　

地
球
の
未
来
の
た
め
、
少
し
で
も
温
室
効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素

な
ど
）の
排
出
を
抑
え
る
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
み
ん
な
で
エ
コ
ラ
イ
フ
を

　

家
庭
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
ま
す
。
中
で

も
二
酸
化
炭
素
が
多
く
排
出
さ
れ
る
の
は
電
気
で
す
。
経
済
産
業
省

で
は
、
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
省
エ
ネ
家
電
の
選
び
方
や
効
果
的

な
使
い
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
参
考
に
、
引
き
続
き
家
庭
に
お
け
る
エ
コ
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」の
取
組
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

公
表
し
て
い
ま
す
。

■取組結果（上位・下位 3項目）
▼実施率上位３項目
順位 項目内容 実施率

１ 市のごみ出しルールにし
たがって分けた。 94.0％

２ 部屋を出るときは、明か
りを消した。 92.3％

３ ご飯やおかずを、残さず
食べた。 88.4％

▼実施率下位３項目
順位 項目内容 実施率

１
出かけるときは自動車に
乗らずに、徒歩・自転車・
バス・電車を利用した。

20.5％

２

テレビなど家電製品を使
わないときは、主電源を
切ったりコンセントから
プラグを抜いた。

27.3％

３ お風呂の残り湯を洗濯に
使った。 28.5％ 問合せ　環境課☎（48)0331・（48)2226

わ
た
し
た
ち
の
、
豊
か
な
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
…

　

川
の
汚
れ
の
約
８
割
が
、
生
活
で
使
用
し
た
水
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
使
用
し
た
水
を
処
理
場
に
集
め
、
科
学
的
・
衛
生
的
に
処
理
し
、

き
れ
い
で
安
全
な
水
に
し
て
川
や
海
に
戻
す
の
が
下
水
道
の
役
目
で
す
。

11 月は「ねんきん月間」1
いい

1月 3
みらい

0日は「年金の日」

年金加入状況の確認を！
　この機会に、つぎの方法でご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考
えてみませんか？
・誕生月に届く「ねんきん定期便」
・ご自宅のパソコンやスマートフォンで利用できる「ねんきんネット」
　※詳しくは、日本年金機構ホームページまたは年金事務所でご確認ください。

納付した国民年金保険料は確定申告や年末調整時に社会保険料控除の対象となります！
　令和 2 年 1 月から 12 月までに納付した国民年金保険料を社会保険料控除の対象とするためには、納付
したことを証明する書類【領収証書や社会保険料（国民年金保険料）控除証明書】の添付が必要となります。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者や子などが負担すべき保険料を代わりに納付している場
合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は日本年金機構からつぎの時期に郵送されます。

　※再発行などのお問い合わせは、日本年金機構ねんきん加入者ダイヤル（☎ 0570(003)004）へ。

問合せ　保険年金課☎ (43)1111 内線 145・ (43)1125、春日部年金事務所☎ 048(737)7112

ねんきんネット 検索☜

納付時期　 郵送時期
　令和 2年 01 月 01 日～ 9月 30 日 令和 2年 11 月上旬
　令和 2年 10 月 01 日～ 12 月 31 日に今年はじめて納付 令和 3年 2月上旬

エコライフＤＡＹ
２０２０の取組結果

　国民年金は、国籍・職業を問わず、
日本に住む 20 歳～ 60 歳の人が全員加
入します。加入者は、職業などにより、
右記の 3種類に分かれます。

第 1号被保険者　農業者、自営業者、学生など
第 2号被保険者　厚生年金に加入する会社員、公務員など
第 3号被保険者　第 2号被保険者に扶養される配偶者


